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SPSS: 概要と事例

尾田友志
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はじめに

今から 1除年前、日本の企業とりわけ事務系現場に

おけるコンピュータ利用は、そのほとんどがワープロ

と会計システムであった。しかし今や業務システムは、

会計システムに連動する形で販売管理・在庫管理・人

事給与関係といったさまざまな分野に広がっている。

また個人レベルにおいてもワープロ、スプレッドシー

トの普及率は高く、近年におけるパソコンで簡易に利

用できるデータペースアプリケ}ションの躍進は注目

に値する。

ところが企業内に膨大なデータが蓄積されているに

も関わらず、これらデータの分析は必ずしも充分に行

われているとは言いがたい。たとえば会計システムも

アプリケーションにあらかじめ設定されている財務指

標を計算して、システムの利用者に提供をするように

なっているが、財務諸表と財務指標情報からだけでは

現在企業が抱えている各種問題に対し適切な解答を出

すことはできない。また販売管理システムにおいても

同様である。顧客別・地区別等のセグメントごとに前

月比、前年同月比、予算額との講離の情報はシステム

から提供されてはいるものの、自社の販売基盤の構造

的変化等に関しては、充分な経験を有する担当者が自

分の販売経験に基づいてデータを眺め、結論を導き出

しているに過ぎない。

多くの企業において明確に認識されてはいないもの

の、直面しているひとつの課題は、大量に蓄積された

データを分析する力、すなわち「統計j の知識とその

利用である。

これまで企業において統計処理が利用される際には

特別にプログラムを作成しなければならなかったため
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に、定型業務にのみ対応せざるを得ないという現実が

あった。しかし現在統計が必要とされているのは、デ

ータを評価・分析することにより、現実に発生してい

る事象を把握することであり、将来の傾向を読み取る

ことである。これは非定型業務であり、非定型業務に

対応するためには (1)処理プログラム作成を必要としな

い、しかも (2)統計の初心者にも利用が簡単な統計ソフ

トウェアが求められている。

本稿で紹介する SPSSはマルチプラットホーム(*)の統

計ソフトウェアであり、とりわけ MS-Windows 対応の

SPSS 伽 Windows (以下、 SPSSfiぽ Win) は上記の条件

に合致した特徴を有しており、企業の情報分析力向上

に貢献できるものと考えられる。

SPSSの概要

(1)開発経緯

SPSS (S旬.tistiω11協同gefiぽ Social Sciencesl は、日本を

含む世界4 ヶ国(日本・アメリカ・インド・ナイジエ

リア)の国際的な協同研究の中で共通に用いる分析ツ

ールとして、スタンフォード大学のSi伽eyVerva教授

(現ハーバード大学教授)の提案により、約 2 年間を

かけて開発された。日本チームの開発メンバーとして

は、元東京大学の池内一教授(故人)と元京都大学の

三宅ー郎教授(現神戸大学教授)が参加した。

(2 )対応機種

SPSSはマルチプラットホームのソフトウェアであり、

大型汎用機からはじまり、ワークステーション、パー

ソナルコンピュータ(~匂cin臨h、 OOSマシン)にまで

対応している。囲内での利用は、 1969年のSPSSfor 

MVS ∞ ffiM3ω導入が最初である。その後1988年の

(勺 UNIX， OS/2, MS-DOS, M日5利mows， Sy蹴m7側配帥shOS)

等の異なったOSに対応すること
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SPSS/PC+伽∞s、 1990年のMacin回Mす応、版、 1993年

SPSS 伽 UNIXを経て、現在SPSSfiぽ Winがリリースされ

ている。開発の経緯からSPSSは教育研究機関における

利用が多いが、企業ではマーケテイング部門を中心に

浸透が進んでいる。

以下は筆者が利用しているSPSS 伽 WinR6.0を SPSS/

PC+，その他のソフトウェアと比較しながら、その特

徴を述べていく。

(3) 動作環境

SPSS forW加はMS-Windowsの規格に完全に準拠して

おり、 DDE (Dyn加icData Exchange) 、 0回 (Ob阿

Linked Embedded) 機能までサポートしている。主たる

動作環境は表 l の通りである。

表 1 SPSS for Win R6.0Jの動作環境

CPU 

OS 
メモリ

ハードディスク

80386ι 
MS-Windows v.3.1以上
最低 4MB以上のRAM
最低 20MB(Base System 
最高 35MB

モニタ IVGA 

マウス I MS-Windows対応のもの
エンハンスドモード|スワップファイル4MB

最低限必要なハードディスク容量が20MBであるのは、

基本モジュー Jレである BaseSystemにグラフィックス機

能が含まれていることによる。 SPSS/pc+ではMicr，ωofi

Chartを利用して各種グラフを作成していたが、 SPSSfiぽ

Winになってグラフ作成機能が取り込まれたことで操作

性は向上している。

(4) システム構成

SPSSfiぽ Win R6.0Jは 8 種のシステムから構成されて

いる。その中で基本となるBaseSystemには後述の統計

処理プロシジャ以外に、ファイルマネジメント(外部

ファイルとのデータ交換)、データマネジメント(変

数の管理、ファイル分割とマージ)、 トランスフォー

ム(関数を使った新しい変数の作成、∞F、 E凶EIF、

ENDIF構造の条例寸変容等)、グラフィックス(棒グ

ラフ、範囲棒グラフ、折線グラフ、領域グラフ、円グ

ラフ、ハイアンドロ一、複合グラフ、箱髭図、エラー

パー、ヒストグラム、 3心を含む散布図、 11種の曲線当
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てはめ、デンドログラム、管理図等)の機能が付加さ

れ.ている。

各モジュールで利用できる統計処理は、表 2 の通り

である。

表 2 SPSSの分析体系

1) Base Sys倒n
記述統計
クロス集計
検定
分散分析

相関分析
回帰分析

T検定、ノンパラメトリック検定

ノンパラメトリックな分散分析
分散(共分散)分析
相関分析、偏相関分析
単回帰・重回帰分析

2) Professi'叩.alStatistics 

因子分析

主成分分析
クラスター分析

判別分析
信頼性分析
近接性分析
多次元尺度法

3) Advanced Statistics 

多変量解析
回帰分析 ロシ・ 1テイ 7?回帰分析、非線形回帰

拘束問題に対する非線形回帰
コックス回帰分析

プロピット・ロジット分析

対数線形モデル・階層対数線形モデル
生存分析
カプラン・マイヤー法

マトリックス言語による正準栢関分析

4) Trends 

系列のプロット
正規確率のプロット
モデルの適合度音刊面
平滑化
釆法または加法季節要因の推定
回帰 自己回婦、重み付き最小二乗回帰
相関 自己相関、偏自己相関、交互相関
自己回帰集積移動平均
A阻MA (自己回帰和分移動平均モデル)

5)Ca阿国巴S

コンジョイント分析

最小二乗推定、部分的な計画のデザイン
音刊面カードの作成

コレスポンデンス分析

6) Lisrel7 

二元配置表、同質分析、非線形主成分分析
非線形正準相関分析

非分散構造解析
線形計画、方程式モデル
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表 2 SPSSの分析体系(続き)

7)CHAID 

CHAID分析(アンケート等のデータから統計的
に有為なサプグループをツリー構造で示す)

8) Tables 

スタブ・アンド・パナー表を含んだ、テープル

表形式の報告書作成

(5) 特徴

第 1 にSPSS/陀+と SPSS forWinを比較した場合、

SPSSforW泊では使用できるメモリが拡大されている。

SPSS/陀+の使用可能メモリは640KBであるのに対して、

SPSStìぽ Winではプロテクトメモリに依存しているため、

大量データの分析に適している。実際に判別分析を実

施すると、 SPSS/陀+上では高い頻度でメモリオーバー

が表示されるが、 SPSS 伽 Winを使用する限り同じデー

タを処理するにあたり支障はない。

第 2 にプログラムレスである点を掲げることができ

る。利用者はプログラミングをせずに、画面で指定し

た統計処理をそのまま実行できるために、身の回りの

データを手軽に統計分析することができる。換言すれ

ば、非定型業務を処理するのに適しているといえる。

第 3 の特徴はMS-Windowsの規格に完全に準拠してい

ることである。操作方法はMα側負 E~αlと同様である

ため、ソフトウェアの使用に抵抗感が生じにくい。ま

たレポート作成にDDE、 O日機能を活用することによ

り、Miαω，ftW，αd 画面から「挿入/オブジェクトの作

成と貼り付けj コマンドでSPSSの各種グラフをワープ

ロに取り込むことができる。

第 4 はMS-WindowsのGUI(Graphical U悶Interfaω)準拠

から生ずる特徴であり、 SPSS/陀+と比較してコマンド

階層が減少していると同時に、コマンドの一覧性が向

上している点である。一覧性の向上により、分析の際

に画面上で分析の細部の設定を選択することができ、

見落としがなくなるという長所がある。

第 5 に分析アルゴリズムのチェックのしやすさがあ

る。 SPSS forWinでは連続する複数の分析をひとつのア

ウトプットファイルに結果を表示する。このため処理

全体のアルゴリズムをチェックすることができる。こ

れに対してMS-Windows対応、の他の統計処理アプリケー

ションには、分析経過を示すファイルが作成されなか

ったり、アウトプットはグラフのみというものがある。

このような場合、一連の分析アルゴリズムのチェック

が困難である。

第 6 は外部ファイルとのデータトランスファーであ
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る。 l) dBASE、Exωl、Lotus 1ふ3、 SASやSYLKファイ

ルとの聞でデータ交換が可能、 2)SQL照会用ダイアロ

ーグボックスを通じて、白acle~SQL Serverからデータ

を読み込めるようになっている。さらにプログラミン

グ・インターフェース・ツールでユーザーが作成したC

やFOR頂ANのプログラムを統合することができる機能

は、複数の開発プログラムを併用している研究機関で

は役に立つものと考えられる。

利用事例

筆者は中堅中小企業に対するコンサルティング業務

に従事している関係上、 SPSS forWinを主として企業診

断、業務評価、アンケート集計等に利用している。い

わばクライアント企業の非定型業務処理である。

(1)財務診断

財務診断においては、財務指標の計算と併せて時系

列分析を実施している。時系列分析では、過去の売上

高傾向を将来に投影した場合の成行き予測を行い、経

営政策の変更と業界構造の変化がないという想定の下

での将来企業像予測に役立てている。

(2 )業務音判面

業務パフォーマンス音刊面は、統計処理なくしては実

施することができない。使用する分析技法には検定、

推定、管理図、相関分析、回帰分析、判別分析等ある。

(3 )マーケテイング・販売管理

マーケテイング業務においては、需要予測(時系列

分析)と因子分析によるパーセプションマップの作成

を多用している。との他、価格付け評価では、標準偏

差を利用したリスク分析が可能である。たとえば自動

車リース業のリース料設定には、新車購入価格、中古

車処剣面格、金手Ij、整備料等の要因が反映されている

が、各要因は一定ではなく常に変動している。そこで

過去 3~5 年間における各要因の標準偏差を計算し、

感度分析に利用することで、リース物件の採算性を悪

化させる原因抽出とリスク分析が可能となるo

(4) 優良企業体質診断テスト

優良企業体質診断テスト(以下、診断テスト)とは、

企業の経営体質を

1)計画経営(経営戦略、経営計画)
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2) 業務管理(各種経営管理)

3) 人事組織

4) 企業活力(企業風土・文化)

5) 経営成果(業績)

の 5 つの尺度で測定し、青判面時点における自社のレベ

ル(優良企業、健全企業、一般企業、警戒企業、危機

企業)を判定する簡易診断ツールである(詳細は文献

[5]) 。診断テストは1992年の冬に開発を始め、 1卯4年

7 月までに約8α}社に利用していただいている。この開

発にあたり SPSSを利用した。

診断テストは上記 5 つの尺度ごとに 5 つの設聞を設

定しており、合言t25聞に対して「はい・いいえ・どち

らでもないj の回答をすることで総合評価がなされる

ようになっている。 25の設問は開発段階において 2 回

改訂された。設問作成プロセスは図 1 の通りである。

図 l 優良企業体質診断テスト
設問作成プロセス

始め

また、回答の詩価尺度も統計処理により求めている。

収集したサンプルのヒストグラムと正規分布曲線を見

ると、仮説としていた優良企業としての判定基準であ

る総合評価80を境に、明らかに 2 つの分布が観察され

た。このことから、各サンプルを確認した上で、評点

80以上の企業を優良企業体質と見なした。さらに計画

経営、業績管理、人事組織、企業活力、経営成果に関

しでも、平均値と標準偏差をもとにレベルの判断をし

ている。

SPSStiぽ Winによる診断テストデータの分析手続きは、
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次の通りである。まずSPSS 伽Winを起動させ、 fFi1eｭ

OpenJ コマンドでMS・Excelに入力しであるデータを読

み込む(図 2) 。統計処理は、メニューパーにある「

S阻tistiωJ コマンドで実施する統計分析手法を選択した

り、 fGraphsJ コマンドで各種のグラフを作成して、

実施していく。分析対象となる変数の設定、詳細な分

析手法の選択はすべて画面に表示されるので、キーボ

ードをほとんど使用せず、マウスとテンキーのみで進

めていくことができる。このように分析のためのプロ

グラムを書かなくてよいことから、分析結果の読取り

に集中することができる。

図 2 SPSS 入力データ画面
回日総総綿織湘邸蹴繍繍泌総:鯨溶知事話器祭器

務繋縛接模様様懇祭凝議怒綴喜綴窓議機警機害総綴器禁祭撃さ

分析結果は図 3 のようにアウトプットファイルに順

次書き出されていく。図 3 ではクラスター分析のデン

ドログラムが表示されているが、相関マトリクスやユ

ークリッドの平方距離等の計数による結果も併せて表

示されるので、分析プロセスの検証も行いやすい。

図 3 SPSS クラスタ}分析結呆
泌総怒主総i線設~:.，諒恕総捜旗艦植民撞糊蹴おお総泌総主将~::

C .A. 9 !: 10 lS 20 25 

Labe:l Nwn +ーーーーーーーーー+ーーー・ーーーーー+ーーーーーーーーー+ーーーーーーーーー+ーーーーーーーーー+

XP ー」 ト一一一一一「

so 一一一一一一一一ー一一一一」ト一一一一一ー一、
KC I 

R 坐
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診断テストの設問標準化後、約8∞社のデータ分析か

らいくつかの興味深い結果が得られている。その第 l

が、優良企業としての経営体質を身に付けている企業

は、例外なく業績管理が徹底していることである。こ

こでは業績管理制度が定められているだけではなく実

質的に機能していることが重要である。これは判別分

析からの結果であり、優良企業とそれ以外の企業を区

分している要因が、 25の設問の回答状況から判明した。

第 2 は企業の業績(経営成果)に最も影響を及ぼし

ている要因は計画経営であり、次いで業績管理一企業

活力一人事組織の順になる。経済の成長率が鈍化して

いると同時に多くの商品・サービスがコモディティと

化している現在、付加価値の高いあるいは他社との競

合関係が緩い事業領域を設定することが、自社の業績

を高める上での最大のポイントとなることを示してい

る。

SPSSforW加を利用して多様な分析を行うことで上記

以外の結果も得られ、これらをもとにして優良企業と

しての経営体質実現のための方法論を構築することが

できた。

SPSSの利用可能性

現在のところSPSSは大型汎用機での利用割合が依然

として高いが、昨今のダウンサイジング、企業内LAN

が広がるにしたがい、企業実務現場においてS問Sfor

W也、Macin回h版の普及が促進されるものと予想され

る。ここでは、

①非定型業務処理のためのEUC 但ndUser Computing) 

ツール

②意思決定支援システムの一機能

として利用されることが考えられる。

MS-Windows上でのEUC ツールとなるには、 MS-Win­

dowsの操作方法に完全準拠していることと、ユーザー

が使いなれているスプレッドシートやデータベースア

プリケーションからのデータトランスファーが容易で

あることが条件となる。 SPSS forWin及びMacin回h版は

この条件を充分に満たしている。

EUC としての利用が進むならば、中間管理職を含む

ホワイトカラーの生産性向上に貢献すると考えられる。

一部において、中間管理職はネガティプバリューであ

ると指摘されているが[6]、情報リテラシーを身に付け

た中間管理職は、少なくとも長期的には存在価値を高

めることができるであろう。

1994 年 11 月号

第 2 の利用可能性は、意思決定支援システムである

DSS (I恥凶∞ SI布陣tSys刷1)、 EIS 但xecutive Infi倒nati∞

Sys刷。のデータ解析部分を担うことである。パーソナ

ルコンピュータをDSS/EIS の道具として利用する場合、

スプレッドシート・データペースアプリケーションで

は対処できない統計処理をカバーすることができる。

パーソナルコンピュータ利用の第 1 段階をワープ口、

第 2 段階をスプレッドシート、第 3 段階をデータペー

スとするのならば、これから到来する第 4段階はスプ

レッドシートやデ}タペースあるいは業務システムに

蓄積されているデータを現在より高度に活用する統計

ソフトウェアであると考えられる。しかしながら、今

のところ統計に対する認識が低いことが障害となって

いる。ソフトウェアを用いた統計教育の実施が望まれ

よう。

おわりに

本稿を作成するにあたり、 ORソフトウェア研究部会

の八巻直一主査(株式会社システム計画研究所)及び

編集委員の方々に貴重など意見をいただきました。ま

たSPSS・Ja戸n社から各種資料とサポートをいただきまし

た。ここに感謝の意を表します。
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